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〇水洗化人口の推計
・水洗化人口は、実績をベースにした、年平均増減率及び国立社会保障・人口問題研究所（以下、社人
研）の推計により算出
・社人研に準拠した場合、減少幅が大きくなり、推計が過少となる
・実績の推移の整合も踏まえ、年平均増減率によるパターンを採用

【関連項目】本編P3（水洗化人口の推計条件）

〇収益的収支（消費税抜き）

【関連項目】本編P4（主な収入支出の推計条件）
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（単位：人）

推計パターン R2 R3 R4 R5 R6 R7 R8 R9 R10 R11

年平均増減率 18,194 18,090 17,995 17,877 17,862 17,817 17,774 17,728 17,685 17,640

増減数 -104 -95 -118 -15 -45 -44 -46 -44 -45

社人研 18,194 18,090 17,995 17,877 17,658 17,410 17,310 17,211 17,111 17,009

増減数 -104 -95 -118 -219 -248 -99 -99 -100 -102

実　　績 推　　計



〇資本的収支（消費税込み）

〇その他財政シミュレーションの算定条件
・数値が過大または過少とならないよう、実績ベースによる事業費を見込む
・現在判明している、値上げ（郵送料、銀行手数料等）等の確実に見込まれる経費は反映している

【関連項目】本編P5（現行の使用料水準による推計）

〇各経営指標の概要
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【関連項目】本編P6～P7（水道料金算定要領を用いた算定）

〇対象経費の分解・配賦
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【関連項目】本編P7（経費回収率を基に算出した場合）

〇令和５年度県内経費回収率

〇経費回収率８９．０８％で設定

経費回収率＝下水道使用料÷汚水処理費×１００

年　　度 R7 R8 R9 R10 R11

汚水処理費（円） 298,502,484 320,002,529 290,502,801 318,932,052 281,361,398

必要な使用料（円） 265,906,013 285,058,253 258,779,895 284,104,672 250,636,733

有収水量（㎥） 1,679,115 1,675,006 1,670,714 1,666,604 1,662,400

必要な使用料単価（円/㎥） 158.4 170.2 154.9 170.5 150.8

期間内平均使用料単価（円/㎥） 160.9（改定率28.0％）

４



【関連項目】本編P7（改定率を25%に設定した場合）

〇改定率25%の単価設定

〇水量区分による排水需要

〇改定率25%の使用料推計
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【関連項目】本編P8（試算後と現行の比較）

〇県内下水道使用料比較表
【単位：円】 【単位：円】 【単位：円】

区 分 区 分 区 分

市町村名 市町村名 市町村名

1 矢板市 1,650 1 矢板市 2,470 1 矢板市 3,300

2 壬生町 1,617 2 壬生町 2,420 2 壬生町 3,223

3 那須塩原市 1,595 3 日光市 2,314 3 市貝町 3,080

4 日光市 1,566 4 栃木市 2,310 栃木市 3,080

5 栃木市 1,540 5 市貝町 2,200 5 日光市 3,062

6 小山市 1,414 6 那須塩原市 2,172 6 足利市 3,040

7 高根沢町 1,375 7 足利市 2,160 7 茂木町 2,970

那須烏山市 1,375 8 茂木町 2,145 8 高根沢町 2,893

大田原市 1,375 9 高根沢町 2,134 9 益子町 2,860

10 那珂川町 1,361 10 那珂川町 2,093 10 芳賀町 2,828

県内平均値 1,355 11 那須烏山市 2,090 11 那珂川町 2,824

11 茂木町 1,320 益子町 2,090 12 那須烏山市 2,805

市貝町 1,320 13 小山市 2,085 13 県内平均値 2,802

益子町 1,320 県内平均値 2,078 13 小山市 2,756

真岡市 1,320 14 大田原市 2,062 14 那須塩原市 2,750

那須町 1,320 15 芳賀町 2,042 大田原市 2,750

上三川町 1,320 16 真岡市 2,035 16 真岡市 2,750

17 足利市 1,280 17 上三川町 1,980 17 宇都宮市 2,695

18 下野市 1,265 18 宇都宮市 1,952 18 鹿沼市 2,640

19 芳賀町 1,257 19 鹿沼市 1,925 上三川町 2,640

20 鹿沼市 1,210 那須町 1,925 20 那須町 2,530

宇都宮市 1,210 21 下野市 1,897 下野市 2,530

さくら市 1,210 22 さくら市 1,870 さくら市 2,530

野木町 1,210 野木町 1,870 野木町 2,530

24 佐野市 1,100 24 佐野市 1,650 24 佐野市 2,200

塩谷町 塩谷町 塩谷町

○市町村平均＝各団体の水道料金÷団体数。（塩谷町は浄化槽のため除く）

〇各市町ホームページにより確認

№ 20m3№ 10m3 № 15m3

単
純
比
較
の
場
合
は
3

番
目
の
高
料
金
と
な
る

3,170円

6



【関連項目】本編P8（試算後と現行の比較）

〇基準外繰入金設定の考え方

収益的収支（３条予算）：経常収支比率が１００％以上（黒字）になるよう500万円単位で設定
資本的収支（４条予算）：内部留保資金が現行の規模を維持できるよう500万円単位で設定
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単年で６千万円、算定期間５年間の累積で３億円が抑制可能となる見込み



〇建設改良事業計画（Ｒ６～Ｒ１１）消費税込み
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〇財政シミュレーション

・損益計算書（円単位、消費税抜き）

・資本的収支及び内部留保資金（円単位、消費税込み）

現行の料金水準
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〇財政シミュレーション

・損益計算書（円単位、消費税抜き）

・資本的収支及び内部留保資金（円単位、消費税込み）

改定後（改定率２５．３％）の料金水準
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